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平成２６年第３回愛川町議会定例会一般質問要旨 
※平成２６年９月２日（火） 

議  員 質 問 事 項 

１ 井  上  博  明 議員 

１．子育て支援対策について  
（１）小児医療費助成の中学校３年生までの拡大を平成２６

年度中の実施に向け努力していただきたいが、町長の

考えについて 
（２）町では「子ども･子育て支援制度」の準備を進めている

が、国が示した省令により、制度・施策の改善が図ら

れるのか、また、今後の町の取り組みについて 
２．繊維会館の今後のあり方について 
（１）繊維会館は解体し、新たな観光振興の拠点として再利

用すべきと提案してきたが、繊維会館の今後のあり

方・再利用に係る町長の考えについて 
３．町の危機管理体制について 
（１）町長は公約で「防災・防犯・交通対策を一元化した危

機管理体制の整備」を掲げているが、整備に向けての

今後の取り組みについて 
４．住民参加・協働の町づくりについて 
（１）６月議会で「地域町づくり委員会」の設置を提案し、「引

き継ぎをし、意向を確認する」との答弁であったが、

町長の考えについて 

２  木 下   眞 樹 子 議員 

１．人口減少問題について 
（１）子どもたちに各種助成を行うことで、人口減少問題が

解決すると考えているのかについて 
（２）人口減少を少しでも食い止める施策をどのように考え

ているかについて 
２．バス路線の充実について 
（１）通勤通学者の公共交通についての考えについて 
３．観光振興について 
（１）物産館施設整備の具体的な考え方について 
（２）今後の町の観光施策の取り組みについて 
４．効率的な行政運営とサービスについて 
（１）住民やお客様に対する職員の接し方や行政サービスの

あり方について 

３  渡   辺      基  議員 

１．町長の選挙公約について 
（１）公約には、第５次総合計画を基本に各種施策を推進す

るとあるが、本町の人口減に対しての基本構想見直し

の考えについて 
（２）「危機管理体制の整備」の具体的内容について。 
（３）「公共交通機関の充実」の具体的内容について。 
（４）「保育園待機児童の解消」の具体的内容について。 
（５）「公共施設等総合管理計画策定」の詳細について。 

４  玉   利      優  議員 

１．小野澤新町政について 
（１）「すぐに町政のハンドルが握れます」の意味について 
（２）選挙公報１５政策の優先順位について 
（３）公約実現の手法について 
（４）副町長の選任と役割分担について 
（５）人事のあり方（一般職員）について 
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議  員 質 問 事 項 

（４  玉  利     優  議員） 

２．包括ケアシステムについて 
（１）介護保険制度の現状と課題について 
（２）地域包括支援センターの現状と課題について 
（３）地域包括ケアシステム導入上の課題について 

５  小  林  敬  子  議員 

１．今後の公共施設のあり方について 
（１）今後の公共施設のあり方の基本的な考えについて 
（２）児童館は町の施設なので、耐震改修は町が負担すべき

だと思うが、考えについて 
２．小中学校のエアコン設置について 
（１）設置手法の検討状況及び来年度からの導入の考えにつ

いて 
３．町の農業振興について 
（１）遊休農地や空き家、農地の台帳システムの構築に向け

た研究の進捗状況について 
（２）平成２５年度に行った台帳整備調査の貸借意向では、

借りたい人が３人で、貸したい人が６６人だったが、

これを解決する考えについて 

６  佐  藤  り  え  議員 

１．公約の実現に向けて 
（１）豊かな教育環境づくりにおいて、まず最初に取り組む

施策について 
（２）中学３年生までの医療費無料化拡大に向けての取り組

みについて 
（３）健康増進事業の充実の詳細について 
（４）福祉施策でまず取り組む重点施策について 
２．ボランティア（地域活動）ポイント制度の推進について 
（１）本町での推進の考えについて 

 
※平成２６年９月３日（水） 

議  員 質 問 事 項 

７ 井  出  一  己  議員 

１．町政運営について 
（１）マーケティング室は当面継続するとのことだが、あい

かわシティセールス推進の具体的な方法について 
（２）危機管理体制整備の基本姿勢と今後の取組みについて 
（３）安心して暮らせる分野の具体的な推進について 
（４）公共交通の充実の具体的な取り組みについて 
２．地域包括ケアシステムの構築について 
（１）地域包括ケアシステムの本町の考え方について 
（２）本町の課題と取り組みについて 
（３）介護職の処遇改善と人材育成について 
（４）本町の介護予防事業について 
（５）認知症対策の推進について 

８  小  倉  英  嗣  議員 

１．愛川地区の観光振興について 
（１）ダム交付金を活用して、観光拠点となる温泉、道の駅

を建設することについて 
２．塩川滝の観瀑橋について  
（１）以前のような太鼓橋に架け替えをすることについて 
３．地球温暖化対策について 
（１）温暖化対策への本町の取り組みについて 
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議  員 質 問 事 項 

９  篠  崎  直  紀  議員 

１．新町長の政策と政治姿勢について 
（１）町長が選挙戦を通じて感じたことについて 
（２）公約実現に向けた取り組みについて 
２．人口減少について 
（１）１月１日時点の人口減少数が全国最多となった要因、

これまでの人口の推移、今後の見込みについて 
（２）本町における今後の人口減少対策の取り組みについて 
３．公共交通について 
（１）鉄道駅がない本町においては、公共交通の利便性向上

が喫緊の課題だが、これまでの取り組みについて 
（２）今後の取り組みについて 

10 佐  藤      茂  議員 

１．産業と観光によるまちづくりについて 
（１）物産品の創出による町おこしについて 
（２）観光、商工業の振興について 
（３）農業の振興について 
２．住民参加のまちづくりについて 
（１）地域づくり委員会とふれあいファミリアミーティング

の内容について 
（２）町民参加町づくり事業の推進に係る町長の考え方につ

いて 

11  熊  坂  崇  徳  議員 

１．愛川町の未来像について  
（１）人口減少による本町の問題と解決策について 
（２）花火大会やロックフェス、漫画やアニメの祭典など、

観光客の集客を狙った新たな施策について 
（３）商店街の現状と対応策について 
（４）小田急多摩線延伸の取り組み及び今後のスケジュール

について 
（５）本庁舎建て替え並びに本庁舎周辺整備に係る考え方に

ついて 
（６）災害時の情報発信について 
（７）政策を実行させるための財源確保について 
２．マーケティング室について 
（１）マーケティング室とはどのようなものと考えているの

かについて 
（２）町長に就任してからの指示の内容について 
（３）現在は町長直轄組織だが、今後の運用の考えについて 

12  小  島  総一郎  議員 

１． 町･県民税について 
（１）東日本大震災復興のための新たな課税が本年度から始

まったが、本町における増税分の取り扱いについて 
２．ふるさと納税制度について 
（１）本町の現状について 
（２）寄付を受けた自治体によるふるさと納税の特典に係る

町の考えについて 
（３）国は手続きの簡素化や税の控除を住民税に一本化する

こと、また、寄付の上限を２倍にすることなどを検討

しているが、町の対応について 
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議  員 質 問 事 項 

（12  小  島  総一郎  議員） 

３．水道料金の減免制度について 
（１）県は、平成２７年度から生活保護世帯や民間の社会福

祉施設、民間の医療施設を対象に、水道料金の減免制

度の見直しを実施するとしたが、町営水道における減

免制度や助成に係る今後の町の考え方について 
４．町道、馬場馬渡線について 
（１）供用開始から２０年以上が経過し、路面の劣化が進ん

でいますが、舗装の打ち替え計画について 
 


